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四

(
一
)

序

説

惟

ふ
に
現
代
宗
門
教
學
の
動
向
を
見
る
に
、
専
ら
教
權
傳
承
の
釋
義
通
り
に
文
相
そ
の
ま

N
に
信
奉
せ
ん
と
す

る
所
謂
傳
統
的
立
場
に

立

つ
風
潮
と
、
須
ら
く
現
代
に
立
て
國
策
に
こ
れ
副
應
せ
し
め
る
べ
く
努
力
す
る
研
究
的
立
場
の
二
傾
向
が
見
ら

る
る
。
こ
の
兩
者
は
相

努

め
相
扶
け
て
こ
そ
眞
に
元
租
教
學
に
隨
順
す
る
宗
學
研
究
の
途
が
あ
る
と
思

ふ
。
こ
の
兩
者
は
表
裏
を
な
し

つ
玉

一
丸
と
し
て
打
出
さ

る

x
所
が
元
組
精
紳
の
開
顯
で
あ
り
、
宗
學
徒
の
深
く
反
省
す

べ
き
も
の
な
り
と
考

へ
ら
れ
る
。
偶

々
本
年
は

一
宗
中
興
の
狙
聖
冏
上
人

生
誕
滿
六
百
年
に
相
當
し
、
更
に
聖
紀
輝
く
新
發
足
の
記
念
す
べ
き
年
に
相
當
す
る
の
因
縁
を
顧
み
て
宗
學
興
隆

、
祀
風
顯
彰
、
報
恩
謝

、

徳
に
資
す
る
は
洵
に
宗
徒
の
責
務
で
あ
る
、
冏
師
有
縁
の
地
に
於
て
奉
讃
の
法
要
、
事
業
等
企
圖
さ
れ
て
ゐ
る
由
、
洵
に
同
慶
に
堪

へ
な

い
。
宗
學
研
究
の
末
學
吾
入
も
六
百
年
前
の
冏
師
出
世
の
意
義
及
び
爲
宗
鴻
業
の
行
績
、
特
に
冏
師
の
淨
土
宗
學
に
關
す
る
偉
大
な
る
學

績

燃
ゆ
る
如
き
深
き
信
念
の
内
證
を
い
さ
玉
か
回
顧
し
て
、
冏
師
奉
讃
の
微
衷
を
捧
げ
る
こ
と
と
す
る
。

宗
皮
七
百
年
を
通
じ
て
二
祺
三
代
の
定
範
昭

々
と
し
て
明
な
り
、
即
ち
元
詛
の
後
そ
の
傳
承
者
何
れ
も
淨
教
弘
通
に
大
に
努
力
さ
れ
し

も
、
對
外
的
に
は
教
勢
振
ふ
も

一
宗
獨
立
の
整
備
な
ら
す
、
念
佛
傳
承
の
實
蹟
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
が
、
併
し
舊
勢
力
の
天
台
眞
言
、

特

に
擡
頭
し
て

一
途
に
上
下
の
尊
信
を
博
せ
る
新
興
禪
門
に
封
し
℃
は
往

汝
樹
抗
し
得
す
、
こ

製
に
冏
師
出
世
し
て
隨
他
扶
宗
の
見
地
よ

り
、
内
宗
學
の
理
論
組
織
、
制
度
の
確
立

さ
て
は
古
典
文
化
の
發
揚
に
盡
碎
さ
れ
て
、
名
實
共
に
堂

々
と
宗
門
獨
立
の
眞
面
目
を
發
揮
さ

れ
た
。
本
稿
に
は
そ
の
中
冏
師
の
宗
學
論
に
關
し
て
、
既
に
多
く
の
先
輩
の
論
作
を
見
る
が
、
今
日
の
時
局
に
樹
應
し
て
冏
師
の
宗
學
宗

乘

の
實
義
を
眺
め
以
て
現
代
宗
門
教
家
と
し
て
示
唆
に
富
み
教
訓
さ
る
製
所
あ
る
を
反
省
し
自
分
の
宗
學
研
究
に
備
ぺ
ん
と
す
る
も
の
で



あ

る

。

(
二
)

信
仰
時
代

に
於
け

履
元
祀
激
學
と

そ
の
傳
承

元
祺
法
然
上
人
は
善
導
大
師
の
釋
義
を
色
讀
す
る
こ
と
實
に
前
後
八
回
、
途
に
末
代
の
凡
夫
も
阿
彌
陀
佛
の
名
號
を
稱
す
れ
ば
、
必
す

往
生
淨
土
の
晶

篷

す
べ
し
と
の
深
轟

信
に
依
て
、
承
安
五
年
(
一
八
三
五
)
淨
土
の
立
鷸

宗
を
さ
爨

。
肇

藷

の
宗
教
鐃

成
宗

教

の
形
式
酒
、觀
念
、
非
入
間
的
體
系
よ
め
脆
し
て
理
論
の
根
抵
を

「
一
心
專
念
二彌
陀
名
號
一、
行
佳
坐
臥
不
〆問
二
時
節
久
近
一、
念

々
不
γ

捨
者
是
名
・蹇

耋

順
・
彼
佛
壓

故
。」
(散
善
義

)
に
置
て
塗

宗
龜

織
さ
れ
た
、
故
に
藷

の
暴

專
修
念
佛
は
罪
惡
の
凡
秀

肇

と

し

て
時

と
處
と
境
轟
と
の
限
定
な
く
誰
で
も
行
ひ
得
る
、
・洵
に
穩
健
な
る
も
の
た
る
こ
と
は
今
更
言

ふ
ま
で
な
い
。

一
枚
起
請
文
に

一
紙

小
淌
息
等
に
で
よ
く
示
さ
る
る
如
く
、
「
た

"
念
佛
申
す
も
の
往
生
は
す
る
と
そ
源
室
は
知
り
た
る
。」

「常
に
念
佛
申
す
を
最
上
の
機
と

す
。
」
「
念
佛
申
す
に
は
ま
た
く
別
の
樣
な
し
、、
た
"
申
せ
ば
極
樂

へ
生
ま
る
と
知
て
、
心
を

い
た
し
て
申
せ
ば
ま

い
る
な
り
。」
と
あ
り
、

「
た

と
ひ
餘
事
を
い
と
な
む
と
も
、
念
佛
を
申
し
こ
れ
を
す
る
と
の
お
も
ひ
葱
な
せ
、
餘
事
を
し
つ
玉
念
佛
す
と
お
も
う
べ
か
ら
す
。
」

璃

)
と
て
生
蔀

ち
念
佛
乞

の
意
義
讒

か
れ
て
あ
る
。
故
に
念
佛
問
答
集
に
璽

に
て
申
さ
れ
漆

、
妻
を
も
フ
け
て
申
す
べ
し
、

妻
を
も
う
け
て
申
さ
れ
す
ば
聖
に
て
申
す
べ
し
、
住
所
に
て
唯
さ
れ
す
ば
流
行
し
て
申
す
べ
し
、
流
行
し
て
申
さ
れ
す
ば
家
に
居
て
申
す

べ
し
、
自
力
の
衣
食
に
て
申
さ
れ
す
ば
他
入
に
助
け
ら
れ
て
申
す
べ
し
、
他
人
に
助
け
ら
れ
て
申
さ
れ
す
ば
自
力

の
衣
食
に
て
申
す
べ
し
、

叫
人
し
て
申
さ
れ
す
ば
同
朋
と
と
も
に
申
す
べ
し
、
共
行
し
て
申
さ
れ
す
ば

一
入
籠
居
し
て
申
す
べ
し
。
L
(法
全
猫
)
と
て
專
修
念
佛
の
論

理
を
歡
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
か
く
て
四
十
三
歳
淨
土
開
宗
以
後
、
京
洛
の
貴
賤
男
女
は
勿
論
、顯

密
の
碩
徳
に
し
て
專
修
念
佛
の
教
読
に
共
鳴

聖
冏
上
人
の
淨
土
宗
學
考
(千
賀
)

五



六

入
信
す
る
者
多
-
、
丈
治
二
矢

歟

)
の
大
原
馨

に
依
蠱

釜

ハ鳴
者
を
出
し
た
。
邸
ち
顯
眞
座
主
初
め
同
志
+
二
人
ガ
元
租
に
穣

し
大
原
に
蓮
祉
別
所
を
造
る
。
帥
ち

「
天
台
の
顯
眞
、
道
友
永
辨
と
相
會
し
て
出
世
の
道
を
論
じ
て
當
今
吉
水
の
室
師
に
非
す
ん
ば
與
に

道
を
語
る
の
入
な
し
と
て
大
原
に
會
し
更
に
智
海
、
證
眞
、、
湛
數
、
淨
嚴
、
明
遍
、
貞
慶
、
印
西
、
明
定
、
蓮
光
、
淨
然
等
を
魁
首
と
し

て
道
俗
來
り
て
耳
を
欹

つ
。」
と
言
ひ
、

顯
眞
以
下
永
辨
、

智
海
、

靜
嚴
、

明
遍
、

貞
慶
、

證
翼
、

湛
數
、

重

源
等
交

々
論
難
し
て
読

、

伏
さ
れ
、
途
に

「
顯
眞
香
爐
を
執
り
經
行
念
佛
し
、
諸
宗
の
碩
學
三
百
餘
輩
異
口
同
脅
に
和
し
工
三
日
三
夜
別
時
行
道
し
四
來
の
道
俗
感

歎
し
て
已
集

。」
(新
本
大
原

問
答
抄

')
と
あ
り
、
當
時
に
於
け
る
佛
教
界
書

鬣

砦

顯
眞
の
蓉

は
葵

な
る
髴

あ
り
し
も
?

や
甚

あ
る
。
か
の
月
塁

从
坐

i
)
も
立
正
安
國
碗

守
護
國
家
論
簍

著
は
し
て
謬

禽

叢

撃
し
て
ゐ
る
疑

「警

、
東
寺

園
城
、

七
寺
等
、
始
効
は
諍
論
す
る
や
う
な
れ
ど
も
、
往
生
要
集
の
序
の
詞
、
道
理
か
と
見
え
け
れ
ば
、
顯
眞
座
主
お
ち

さ
せ
給
ひ

て
法
然
が
弟

子
と
成
る
。
そ
の
上
た
と
ひ
法
然
が
弟
子
と
な
ら
ぬ
人

友
も
阿
彌
陀
佛
に
似
る
べ
く
も
な
く
ロ
す
さ
み
と
し
、
心
よ
せ
に
思
ひ
け
れ
ば
、

杲

國
み
な

高

に
法
餐

の
弟
子
と
見
え
奄

。
こ
の
辛

年
が
問

一
天
四
塰

人
も
な
疾

然
が
弟
子
と
な
る
。」
(撰
時
抄

)
と
云
ふ

て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
顯
眞
等
の
入
淨
は
大
き
な
意
義
を
有
す
る
と
云

へ
る
。

こ
の
大
原
問
答
が
叡
山
に
對
す
る

一
の
立
宗
宣
言
と
見
れ
ば
、
一後
五
年
の
東
大
寺
に
於
け
る
三
經
講
諡
は
南
都
佛
教
に
對
す
る
立
歡
の

宣
言
と
言
へ
る
。
帥
篷

久
二
年
(
一
八
五
一
)、

重
源
漿

の
淨
圭

鸛

並
に
邏

籍

実

佛
殿
に
獲

て
供
養
さ
れ
し
時
元
租
は
一二
經

を
講
諡
さ
れ
た
。
こ
の
集
會
に
は
三
論
法
相
の
碩
學
と
共
に
所
謂
南
都
の
惡
僣
を
前
に
、
諸
宗
の
教
義
を
述
べ
て
淨
土
開
宗
の
所
由
を
講

述
さ
磯

(東
大
寺

+
問
答
)
モ

に
瀧
山
寺
不
斷
念
佛
を
始
夜

門
弟
は
瓷

壗

加
し
、
他
宗
他
門
の
も
の
も
多
驫

依
す
る
に
至
つ
た
。
帥

ち
大
原
問
答
直
鋒

上
西
門
院
へ
の
霧

戒
、
仙
洞
御
所
に
於
け
る
如
法
經
修
行
(丈
治
四
年
)宜
秋
門
院
へ
の
御
靉

(議

Y

こ
の
頃

後
白



河
法
昊

の
御
靉

並
に
御
進
講
、
先
に
歸
依
せ
し
藤
原
饕

へ
の
蓑

念
佛
(建
久
元
年
)
を
初
め
宮
廷
貴
族
へ
の
感
化
の
み
に
止
ま
ら
す
、

甼
重
衡
維
盛
の
受
教
、
熊
谷
直
實
の
麟
淨
、
太
胡
太
郎
、
津
戸
三
郎
等

一
騎
當
干
の
武
豪
の
蹄
依
到
底
擧
ぐ
る
に
堪
へ
な
い
教
化
の
實
蹟

が
擧
つ
た
や
フ
で
あ
る
。
(勅
傳
七

以
下

)
尚
ほ
他
宗
他
門
よ
蟲

向
す
耄

の
績
出
し
そ
の
二
三
寛

れ
ば
轟

(郵

八
)が
蓉

し
顯
籍

宗

教
團
に
念
佛
せ
る
こ
と
、「
上
入
の
勸
化
に
し
た
が
ひ
て
念
佛
を
信
仰
の
あ
ま
り
、
か
の
故
山
、
上
の
醍
醐
に
無
常
臨
時
の
念
佛
を
す

玉
め

て
、
末
代
の
恆
規
と
し
、
そ
の
外
七
箇
所
に
不
斷
念
佛
を
興
隆

せ
ら
れ
き
、
東
大
寺
の
念
佛
堂

・
高
野
山
の
薪
別
所
等
こ
れ
な
り
、
そ
の

つ
と
め
い
き

芟

凄

ん
-
け
た
巌

る
。驫

礁
)
と
言
ひ
園
城
寺
畫

公
胤
(
1
:
0
五
-

一
八
七
六

)
は
元
祀
の
在
世
中
邏

集
曇

し
て
淨
土

決
疑
鈔
三
卷
を
作
り
て
論
難
せ
る
も
、
後
元
組
の
高
篠

學
に
心
服
し
、
著
作
を
燒
棄
て
蔓

鏨

佛
す
。
(勅
傳
三
九
)
又
、
馨

二
年
(
炉
訊
)

箆

明
慧
は
摧
邪
輪
三
卷
を
作
り
て
攻
撃
し
て
後
悔
し
、
(勅
傳
四
〇
)靜
遍

(斟

八
)
は
藷

の
專
修
念
佛
を
攻
馨

ん
と
す
る
も
馨

簍

讀
み
大
い
に
悟
る
所
あ
り
、
慚
愧
し
て
續
選
擇
を
作
り
或
は
宮
中
に
淨
土
宗
旨
を
御
談
義
申
上
げ
た
と
言
は
る
。
(勅
傳
四
〇
)
又
灰
台
毘
娑
門

堂
明
遍

(
{
が
。ニ
ヨ

も
元
組
叢

礬

ん
と
し
て
却
て
斃

蠡

ひ
、
穰

抄
を
作
り
て
欝

夫

淨
す
。
(肇

叉
警

並
榎
の
定

照
の
彈
馨

驫

よ
り
、
山
門
の
激
怒
晝

ひ
途
に
嘉
祿
の
大
蘿

と
な
る
、
(勅
傳
四
二
)
併
し
蔆

齧

の
黶

が
熾
烈
な
れ
ば
却
て
專
修

念
佛
の
流
行
す
る
鋳
態
を
生
み
、
滅
後
愈

々
興
隆
し
て
都
鄙
に
普
く
行
は
れ
る
に
至

つ
た
。
こ
の
事
は
正
嘉
元
年
愚
勸
佳
心
の
撰
し
た
私

聚

百
因
縁
集
に

コ
兀
祀
門
,徒
數
干
萬
。
」
と
言
ひ
、
或
は
日
蓮
の
撰
時
抄
に

「
日
本
國

一
同
に
法
然
房
の
弟
子
と
見
え
た
り
。」
云
ふ
淆
息
に

へ

て
、
内
外
種
凌
の
妨
難
壓
逍
等
は
あ

つ
た
が
、
開
宗
以
後
如
何
に
盛
ん
で
あ
つ
た
か
を
物
語
る
も
の
と
言

へ
る
。

元
租
門
下
の
髪

に
就
て
は
信
筌
以
下
+
數
人
(勅
傳
四

三
以
下
)
と
し
、
豪

+
餘
入
(齔
鸚

)
と
し
、
他
の
諸
記
録
を
綜
合
す
る
と
實
に
數
百

人

の
多
き
に
達
し
門
下
榮
え
元
組
の
偉
大
な
る
人
格
宗
教
を
顯
揚
さ
れ
た
。
所
が
元
組
の
簡
明
な
主
張
に
係
は
ら
す
。「
こ
の
頃
田
舍
に
も

聖
冏
上
人
の
淨
土
宗
學
考
(千
賀
)

七



八

都
に
も
(中
略
)
故
法
然
上
入
御
坊
の
御
弟
子
と
し
て
一
人
も
御
坊
の
仰
せ
候
ひ
し
樣
に
念
佛
に
よ
く
く

心
い
れ
て
申
せ
ば
三
心
は
そ
の

中
に
、
自
然
に
備
は
り
て
墓

す
る
ぞ
と
云
ふ
人
竺

人
む
な
し
。
L
(名
輩

)
ど
あ
軌

撃

印
(謬

)
に
も
こ
の
滔
罍

物
語
つ
て
當

時
の
安
心
義
等
三
鼕

弩

、
或
は

憙

義
以
下
+
磊

(
三
國
佛

祀
傳
集
)、
幸
西
以
下
五
流

(源
肇

)
筆

弩

て
ゐ
る
。
申
に
就
て
幸
西
は

破
門
さ
れ
叢

四
讒

(金
澤
丈
庫
本

玄
義
聽
聞
抄
)
が
傳
馨

稽

こ
れ
に
後
世
の
教
靉

勢
よ
り
眞
宗
を
加
へ
て
聖
塑

隆
寞

甚

、
鼕

、
親

鸞

五
流
読
が
門
下
の
分
流
と
し
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
b

こ
れ
等
の
諸
流
の
主
張
は
本
願
念
佛
を
穩
名
と
し
、
諸
行
と
し
、
或
は
信
心
と
し

起
行
と
し
、

一
念
と
し
多
念
と
す
る
と
の
主
張
に
て
淨
土
、
彌
陀
、
往
生
無

の
淨

土
宗
義
の
根
本
に
倣
異
存
な
く
肯
定
さ
れ
で
ゐ
る
。
從

つ
て
元
組
の
教
學
の
偉
大
性
包
抱
性
多
樣
性
に
基
て
起

つ
た
も
の
で
あ
る
が
内
部
的
の
も
の
と
し
て
門
下
各
自
の
教
養
の
相
異
、
支
那
組

師

の
依
憑
の
相
異
等
、
外
部
的
の
も
の
と
し
て
當
時
の
時
代
思
潮
の
要
求
並
に
そ
れ
.へ
の
爰
協
調
和
、
或
は
地
理
的
環
境
に
基
因
す
る
な

ど
、
内
外
種

汝
の
事
情
に
依
て
分
流
し
、
淨
土
門
の
教
勢
に
分
裂
が
あ
つ
て
多
少
弱
あ
ら
れ
た
觀
が
あ
る
が
依

然
と
し
て
念
佛
興
隆
に
は

相

當
著
目
す
べ
き
も
の
が
見
ら
れ
る
。
何
と
し
て
も
念
佛
正
統
は
口
稱
主
義
の
鎭
西
流
た
る
は
動
か
な
い
。
從

つ
て
諸
宗
の
批
判
は
乖
租

キ

の
直
系
た
る
鎭
西
流
を
中
心
と
し
て
挽
判
さ
れ
た
も
の
と
言

へ
る
。

箜

爨

長
夫

(
一
八
二
ニ
ー

鳳
八
九
八

)
は
叡
山
に
て
寶
地
房
證
眞
(黎

一
)
に
師
事
し
台
學
の
祕
奥
を
究
夜

建
久
八
年
(
転

)淨
土
門
に
歸

依
し
淨
土
宗
要
を
極
め
、
莪

奚

糶

穣

唯
だ
法
然
夫

な
り
。L
と
崇
信
し
元
久
元
年
(亠飯

)
鵠

し
て
念
佛
を
弘
め
道
俗
歸
す
る

耋

千
に
及
び
、
寺
院
を
造
建
す
る
こ
と
數
寺
に
及
ぶ
と
言
ひ
。
(饌

上
)
三
胤
記
主
憙

夫

(
奮

軌
i
)
は
貞
永
元
年
(葦

石
州

多
陀
寺
に
不
斷
念
佛
を
初
め
、
後
諸
國
を
歴
遊
し
て
弘
教
と
述
作
に
つ
と
、め
、
鎌
倉
に
蓮
華
寺
(光
明
寺
)を
創
め
、
或
は
宮
中
に
宗
要
を
諡

く
。
源
流
章
に
「
初
め
鎭
西
に
佳
し
學
業
獨
歩
、中
比
下
總
國
に
遊
佳
、
大
い
に
淨
業
を
弘
め
多
く
法
匠
を
生
む
、
後
花
洛
に
上
り
宗
旨
を
弘



逋

す
。
L
と
あ
り
、
八
十
餘
年
の
弘
業
四
十
餘
の
邉
寺
あ
り
と
傳

ふ
。
門
下
に
は
良
曉
(白
籏
)、
性
心
(藤
田
)
、
尊
觀
(名
越
)、
遘
光
(111條
)、

禮
阿

(
一
條
)、

慈
心
(木
幡
)
は
記
主
門
下
の
六
派
と
し
て
著
明
な
り
。
六
派
は
時
に
盛
蓑
あ
り
し
も
概
し
て
榮

え
す
、
併
し
鎌
倉
末
期
よ

り
天
台
眞
言
は
漸
く
餘
勢
を
保

つ
有
樣
で
物
の
數
で
な
か
つ
た
。

こ
玉
に
薪
興
の
禪
と
共
に
淨
土
宗
は
教
界
に
於
け
る
二
大
勢
力
で
あ
つ

た
。
特
に
禪
は
貴
族
武
家
の
尊
信
を
得
て
京
都
鎌
倉
に
五
山
十
刹
を
構

へ
名
僭
碩
學
輩
出
し
黄
金
時
代
を
現
出
し
、
此
に
封
し
念
佛
遘
場

の
寺
院

の
構
え
乏
し
く
て
教
勢
的
に
盛
ん
に
し
て
未
だ
獨
立
宗
派
の
體
制
を
整
備
せ
ざ
り
し
淨
土
宗
に
樹
抗
し
、
之
を
反
駁
せ
る
は
時
勢

の
然
ら
し
む
る
當
然
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
且
つ
淨
土
宗
は
三
組
以
後
分
派
等
に
て
榮

え
し
も

一
時
嚢
微
の
觀

を
呈
し
た
れ
ば
、
禪
の

壓

迫
甚
だ
し
く
こ
の
時
に
白
旗
派
よ
り
聖
冏
上
入
出
で
ら
る
。

(
二
)

理

論
時

代

に
於

け

る
冏
師

の
宗

學

ω

時

代

概

觀

(イ
)

諸
寨
'
特
に
禪
察
の
妝
勢

聽

宗
翠

塁

船

竃

笑

宋
し
て
奥
義
を
警

鸚

し
て
聖
奪

(筑
前
)、
壽
奪

(礬

)建
仁
寺
(京
都
)
簍

開
創
し
、
門

下
に
行
勇
(淨
好
寺
)、
榮
朝
箋

寺
)等
あ
り
。
榮
朝
の
門
下
舞

圓

(
京

靴
5

あ
り
、
東
奪

鷸

き

龜
山
上
皇
に
大
鼕

授
け

奉
り
九
條
裘

の
鬻

を
零

。
叉
來
朝
嬉

塁

が
灌

-
)
建
長
寺
簍

撃

北
條
時
頼
の
鑒

を
得
、
組
元
(
一
八
八
六
ー

一
九
四
六

)
あ
り
、

時
宗
の
藻

を
得
て
圓
覺
寺
を
響

。
蠡

隆
の
門
の
紹
塁

が
薙

-
)
は
京
都
萬
畜等

を
創
め

伏
見
重

後
寥

上
皇
の
御
信

ノ

翳

豪

し
貞
時
に
歸
依
さ
れ
、
辨
圓
の
門
の
響

(
嘉

山5

は
萬
壽
寺
等
に
佳
し
門
下
に
疎
石
を
学

。

そ
の
他

冏
師
出
世
直

聖
冏
上
人
の
淨
土
宗
學
考
(千
賀
)

ぬ



剛
O

前
の
臨
藩

と
し
て
誘

な
薯

、

奚

{
黠

託
-
)
蓼

後
醍
醐
天
皇
の
御
歸
依
を
蒙
る
妙
墨

軌
姻
山パー
)
あ
り
て
大
奪

を
開
創

す
、
轟

寺
の
師
練
(
一
九
四
七
I

tio
o
六

)
後
伏
昊

皇
の
御
歸
依
豢

る
簧

上
に
蓼

の
人
材
輩
出
し
、
大
に
禪
風
の
興
讐

努
力
し
そ
の

教

化
上
下
に
風
靡
し
、
京
都
鎌
倉
を
中
心
と
し
て
悔
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
此
等
の
名
徳
何
れ
も
語
録
等

に
作
り
禪
獨
特
の
教
風

を
掲
け
た
が
、初
期
の
禪
風
に
は
當
時
相
當
淨
土
念
佛
の
盛
ん
な
る
に
封
し
て
叉
そ
の
影
響
が
見
ら
れ
な
い
で
も
な
い
。
帥
ち
沙
石
集
に
、

「
故
建
仁
寺
の
本
願
僣
正
、
戒
律
を
學
し
、
威
儀
を
守
り
、
天
台
、
眞
言
、
禪
門
、
い
つ
れ
も
學
し
行
じ
給
ひ
念
佛
を
も
人
に
勸
め
ら
れ

け
り
。」
と
あ
り
、
或
は
「
他
門
の
人
禪
宗
念
佛
に
つ
い
て
諸
の
謗
難
を
致
す
。
」
(出
家
大
綱
)

臨
濟
禪
の
初
期
に
は
禪
者
に
台
密
戒
と
共
に

念
佛
の
影
響

へ薯

れ
る
、
禪
の
馨

的
協
調
的
傾
向
畫

見
す
る
こ
と
が
出
來
る
議

て
曹
洞
禪
を
蠶

す
る
に
宗
霑

元

(
一从

詒

ー
)は
奈

寺
を
開
盞

鼇

鼕

窘

は
し
、
そ
の
門
懐
墓

が
甑

-
)
篝

承
上
逸
材
と
し
て
注
目
さ
れ
、
義
介

寂
園

義

灣

鑵

簍

出
し
、
葬

の
門
に
羹

、
紹
瑾
等
あ
り
。
紹
塁

楚

撚
-
)
は
馨

寺
を
開
き
そ
の
門
墾

昌
し
教
線
頓
に
獎

し

た
。
か
玉
る
禪
門
の
勃
興
期
に
偶
然
際
會
し
て
出
世
せ
る
も
の
が
冏
師
で
あ
る
。
冏
師
當
時
の
南
北
朝
初
期
に
於
て
は
、
臨
濟
曹
洞
兩
宗

と
も
碩
學
高
徳
輩
出
す
、
就
申
臨
濟
の
夢
窓
疎
石
、曹
洞
の
明
峰
、
峨
山
三
師
の
接
化
は
洵
に
日
本
禪
宗
史
上
前
代
未
聞
の
盛
觀
を
呈
し
、

疎
石
は
京
都
に
於
て
臨
濟
禪
を
明
峰
峨
山
兩
師
は
北
國
關
東
を
中
心
と
し
て
曹
洞
禪
を
弘
布
せ
し
め
て
ゐ
る
。
そ
の
他
臨
濟
に
惠
玄

・
元

光

・
徳
見

・
義
亨

・
志
玄

・
周
信

・
妙
葩

・
中
津

・
一
休
等
が
秀
れ
、
曹
洞
禪
に
は
知
洪

・
至
簡

・
大
智

・
了
光

・
旨
淵

・
道
珍

・
宗
令
・

圓
照
・
疆

良

秀
等
が
智

れ
て
ゐ
る
。
中
に
就
て
直
接
冏
師
宗
學
の
道
因
を
な
せ
し
疎
塁

塹

一亠コ

の
智

は
耋

の
殊
遇
を

饕

か
賜
は
り
、
或
は
紫
衣
、
國
師
擁

御
授
葦

殆
ん
ど
他
に
例
の
な
い
程
の
御
信
任
で
あ
つ
た
、
(高
僣
傳

二
八

)
成
程
疎
石
擁

出
せ
る

禪
僭
な
れ
ば
、門
下
に
も
多
く
の
高
僭
輩
出
し
、
就
中
無
極

・
碧
澤

・
義
堂

.
春
屋

・
默
翕

・
鐵
舟

・
不
邁

・
大
法

・
絶
海

・
無
求
等
の
俊

尋



哲
畫

す
。
帥
美

聾

無
極
は
佛
斷

師

春
塁

軌
配
卜
i
)
は
出
藍
の
譽
を
擅
に
し
て
智
覺
普
斷

師
號
を
、
絶
海
(唱藪

輦

は
佛
智
廣
照
國
師
號
を
賜
は
る
等
何
れ
も
皇
室
の
御
歸
依
を
受
け
且
つ
足
利
氏
の
外
護
を
蒙
る
な
ど
禪
風
興
隆
に
黄
金
時
代
を
現
出
し
た

も
の
と
言

へ
る
。
そ
の
他
僭
傳
に
特
筆
さ
る

吾

筌
谷

・
瑞
溪

・
宗
弼

・
無
等

天
鮮

・
義
冲
等
枚
擧
に
遑
苳

程
で
あ

る
。
(藩

傳

}一蘇

)曹
洞
禪
に
於
て
も
冏
師
出
世
當
時
に
於
て
明
蛾
兩
師
の
後
明
峰
の
+
二
派
、
醫

の
二
+
五
馨

蓄

し
、前
者
は
關
東

・
蓊

・

　

北
陸

.
中
部
地
方
に
、
後
者
は
奥
朋
よ
り
關
東
に
渉
り
、
璽
代
を
經
す
し
て
全
國
に
寺
院
造
立
さ
れ
、
皮
上
に
著
は

る
玉
大
源

.
梅
山

.
了

ロ

堂

・
了
菴

・
石
屋

・
普
濟

・
天
眞

・
月
泉

・
源
翕

・
大
徹

・
實
峰
等
の
俊
哲
現
は
れ
臨
濟
禪
と
共
に
そ
の
極
盛
時
代
を
展
開
し
、
そ
の
上

來
摺

鸚

僭
と
し
て
明
極

・
靄

・
竺
僊

・
妙
胤

・
永
礇

・
無
丈

・
周
及

・
大
拙

・
以
奪

(高
僭
傳
二

八
-
三
六
)
あ
り
て
禪
門
興
讐

拍
車
を

か
け
禪
は
全
-
矮

宗
派
に
打
て
響

鰲

蠡

る
量

つ
た
。
我
が
三
組
憙

夫

が
永
仁
元
年
(
一
九
五
三
)
七
月

伏
見
天
皇
よ
り
記
主

禪
師
鼕

(高
僭
傳

』
五

)
冏
師
が

稱
美

暴

轟

驪

を
賜
る
妻

茎

垂

鑒

ん
な
り
し
禪
の
影
響
に
依
る
も
の
で
こ
の
こ
と
を
見

て
も
如
何
程
禪
が
盛
ん
な
り
し
か
は
想
像
に
鑑
ζ
な
い
の
で
あ
る
。

(口
)

諸
宗
特
に
禪
家
の
淨
土
批
制

冏
師
時
代
は
先
に
述
べ
し
如
く
天
台
、
眞
言

と
共
に
特
に
禪
の
極
盛
で
あ
つ
て
、
禪
家
の
諸
碩
學
の
各
語
録
、

著
述
に
禪
の
歡

理
並
に

傳
承
を
明
し
て
淨
土
宗
門
の
傅
承
並
に
理
論
を
要
請
し
、
そ
の
教
理
並
に
傅
承
の
貧
弱
さ
を
指
摘
し
て
無
相
室
寂

の
理
を
發
揚
し
て
堂

々

と
教
界
に
君
臨
し
淨
土
念
佛
門
を

壓
迫
す
る
こ
と
甚
し
き
も
の
が
あ
る
。

併
し
禪
門
開
創
以
來
直
接
に
洋

土
を

妨
難
せ
る
組
典
は
乏
し

く
、
彼
の
日
蓮
の
立
安
正
國
論
、
守
護
國
家
論
等
に
見
る
激
越
な
る
筆
法
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
言

ふ
て
よ
い
。
恐
ら
く
禪
を
以
て
唯

眞
實
の
佛
法
と
し
、
理
論
的
に
淨
土
宗
義
を
無
靦
し
之
を
顧
み
ら
れ
ざ
る
も
の
ム
や
う
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
榮
西
の
興
禪
護
國
論
、
出
家

聖
冏
上
人
の
淨
土
宗
學
考
(千
賀
)

蝋
一



=
一

大
綱
、
中
興
願
丈
等
、
道
隆
の
大
覺
禪
師
語
録
、
辨
圓
の
聖

一
國
師
語
録
、
租
元
の
佛
光
國
師
語
録
、
紹
明
の
圓
通
大
應
國
師
語
録
、
顯

日

の
佛
國
國
師
語
録
、

]
寧
の

一
山
國
師
語
録
、
妙
超
の
大
燈
國
師
語
録
、
師
錬
の
佛
語
心
論
、・
疎
石
の
夢
窓
國
師
譖
録
等
の
臨
濟
禪
に

關
す
る
も
の
、、
更
に
道
元
の
正
法
眼
藏
、
學
道
用
心
集
、
語
録
等
、
懷
奘

・
紹
瑾

・
素
哲

・
紹
磧

・
寂
靈
等
の
諸

語
録
等
の
曹
洞
禪
に
關

す

る
禪
書
に
就
て
見
る
に
直
接
淨
土
妨
難
の
語
を
發
見
す
る
に
苦
し
む

程
で
あ
る
。

即
ち

大
覺
語
録
に

「
地
獄
天
宮
皆
淨
土
た
り
、

有

蕪

性
齊
し
毳

道
を
馨

。
」
(佛
全
九
五
〉
と
言
ひ
、
佛
光
語
讐

纛

陀
、
頭
頭
垂
示
、
處
薐

引
、
耋

界
中
、
譁

鑾

、
八
徳
池
深

花
正
紅
、
金
裟

底
吹
香
風
。
」
(佛
全
九
五
)
と
あ
る
底
の
も
の
で
結
局

コ

切
衆
生
は
無
始
本
有
の
如
麥

り
L
(靂

記
)
と
言
ひ
、
雇

急
ぎ
て

心
性
の
常
佳
な
る
旨
を
了
挈

べ
し
い
た
つ
嘘

閑
坐
し
て

歪

を
す
ぐ
さ
ん
、
何
の
ま
つ
と
こ
ろ
か
あ
え

。L
(辨
遣
話
)ど
言
ひ
、
「
ま

こ

と
の
得
道
の
た
め
に
は
、
た

黛
坐
禪
工
夫
、
佛
組
の
相
傳
な
り
。」
(隨
聞
記
)
と
あ
り
餘
門
に
言
は
ざ
る
邸
心
即
佛
、
鄙
坐
成
佛
の
旨
の
禪

本
來
の
宗
旨
を
強
調
せ
る
祗
風
を
傳
承
祀
述
し
て
ゐ
る
も
の
と
見
て
よ
い
。
所
が
天
龍
寺
疎
石
は

「淨

土
宗
、
小
乘
な
り
。
」

(夢
中
問
答
)

と
批
謗
す
、
本
書
は
疎
石
が
修
道
の
必
要
を
読
き
八
+
餘
の
問
答
よ
農

毳

俗
書
に
し
て
、
そ
の
述
作
は
元
應
元
年
(華

よ
り
穩

二

冬

℃
)
の
間
矮

り
し
も
の
故
冏
師
出
世
苗瞿

の
も
の
と
考
へ
ら
受

、
こ
の
書
に
對
し
て
は
先
に
智
塁

艶

一コ

あ
り
て
蓄

松

風
論
十
卷
を
撰
し
て
反
駁
す
、五
疎
石
は
更
に
谷
響
集
二
卷
を
著
は
し
て
誤
解
と
辯
駁
す
れ
ば
智
演
更
に
警
覺
論
及
び
師
子
伏
象
論
六
卷
を

著
は
し
て
應
酬
す
。
冏
師
更
に
之

を
繼
い
で
冏
師
宗
學
に
之
を
酷
駁
さ
れ
て
ゐ

る
。
叉
轟

寺
師
璽

駐

象

1
)
は
元
亭
釋
書
に
淨

ノ

土
の
舞

統
毳

剿
し
て
寓
宗
と
反
駁
さ
る
。
本
書
は
元
亨
二
年
(乞

に
述
作
さ
れ
て
ゑ

ぞ

、麦

冏
師
出
世
+
九
年
前
の
も
の
、

同
書
第
二
十
七
卷
の
諸
宗
志
に
、
三
論
、
唯
識
、
律
、
華
嚴

、
天
台
、
密
、
禪
の
七
宗
を
宗
派
と
認
め
て
そ
の
概
要
を
述
ぶ
る
に
封
し
て
、

淨

土
宗
は
成
實
倶
舍
と

共
に

寓
宗
と
極
評
し
て
ゐ
る
、

帥
ち

同
書
第
二
十
七
に

「淨
土

一
宗
或
大
或
小
依
二修

者
一而
然
、

無
二
租
宗
之



定
系
舐

也
、
乃
袰

鏨

也
師
但

之
、
獪
ご導
之
於
潅

、
馨

肇

繼
而
助
芝

、
雖
三廣
行
二
畢

而
無
素

獅

故
今
爲
二寓
宀奎

(鑾

1
○

1
°
V
と
て
淨
土
無
傳
統
を
批
判
し
て
倶
舍
成
實
二
宗
同
等
靦
し
、
且
つ
禪
宗
間
に
極
力
か
玉
る
批
難
を
な
せ
し
樣
で
あ
る
、
冏
師
と

し

て
は
之
の
謗
難
を
傍
觀
す
る
に
堪

へ
す
、
愛
宗
の

一
念
よ
り
敢
然
之
し
て
反
駁
さ
れ
た
。
.即
ち
頌
義
第
二
十
九
卷
に

「
幸
我
高
租
源
室

上
人
大
和
樹
於
二夢
定
中
一奉
二謁

.

rtua牛
金
色
大
師

一宗
教
並
承
心
行
倶
決
、

雖
二大
師
滅
後
四
百
五
十
三
年
末
弟
一親
寫
瓶
相
承
、

斯
乃
谷
不
ノ

惜

・響
、
古
今
恆
響

乎
。」
雲

(

ユ

淨
全
+
二
33
)

と
言

ふ
て
嬰

と
し
て
淨
土
傳
統
の
靉

恆
然
と
絶

へ
ざ
る
こ
と
、
禪
の
蓼

想

と
そ

の
趣
を
異
に
す
る
所
な
し
と
の
深
き
信
念
を
擧
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
筆
法
鋭
く
對
者
々
し
て
感
歎
肯
首

せ
し
め
す
に
置
か
な
い
、
之
を

更

に
強
調
す
る
爲
め
淨
土
傳
戒
論
を
著
は
し
て
宗
戒
兩
脈
の
傳
承
を
聲
明
さ
れ
て
ゐ
る
。
今
傳
承
論
に
關
し
て
は
之
を
割
愛
す
る
が
、
冏

師
が
天
台

・
眞
言

・
禪
に
對
し
特
に
禪
門
の
か
N
る
謗
難
に
鬢
し
て
、
嘗
て
深
く
體
得
せ
る
禪
の
奥
義
を
知
悉
せ
る
上
に
於
て
、
敢
然
自

信
を
以
て
愛
宗
護
法
の

一
念
よ
り
淨
土
宗
乘
の
開
顯
に
努
め
ら
れ
し
か
、
冏
師
の
宗
學
.考
に
就
て
之
を
要
述
す
る
こ
と
瓦
す
る
。

②

冏

師

の

宗

學

冏
塁

。。
葡
き

は
八
歳
入
門
し
て
宗
義
は
了
實

・
藩

兩
師
(末
山
傳
)
、

定
藷

(本
山
傳
)
よ
り
簔

兩
脈
蠡

誉

る
。
諸
宗

の
教
學
に
就
て
は
常
陸
法
瞳
院
宥
尊
に
密
教
、
宇
都
宮
東
勝
寺
眞
源
に
天
台
、
但
馬
大
明
寺
月
庵
宗
光
及
び
茂
古
林
派
の
月
察
天
命
等
に

禪
、
澤
田
の
頓
阿
に
和
歌
、
構
禰
宜
治
部
小
輔
某
に
禪
道
等
、
各
奥
義
を
傳
承
し
深
く
悟
る
所
あ
り
、
或
は
各
地
を
巡
化
し
て
念
佛
を
弘

宣
し
、
學
徒
を
教
養
し
て
人
材
を
育
成
し
、
或
は
頌
義
等
三
十
有
餘
部
百
數
十
卷
の
著
述
を
な
し
て
淨
土
至
極
の
旨
を
明
し
、
三
河
大
恩

寺
等
諸
寺
を
起
立
し
て
教
線
擴
張
念
佛
の
道
場
と
な
し
、
五
重
傳
法
の
樣
式
を
制
定
し
て
宗
制
の
基
礎
を
築
き
、
書
紀
研
究
和
歌
等
の
日

本
文
化
盞

揚
す
る
等

八
+
年
の
攝
化
嘉

俟
て
拘
に
一
授尓中
興
の
肇

震

就
さ
れ
て
ゐ
る
。
(覊

証
彎

破
邪
整

義
に

荼

聖

冏

上
人

の
淨

土
宗

學

考

(
千
智
;)
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一
四

昔
下
二石
州
一有
γ之
。L
(淨
拿

贏

)
と
あ
り
て
、
若
年
の
頃
關
西
中
國
地
方
に
遊
學
せ
ら
れ
、
特
に
數
年
間
京
都
方
面
に
遊
學
さ
れ
た
、

こ
の
時
正
に
禪
の
蓁

時
代
で
、
屡

年
中
(
二
〇
二
八
…

二
〇
三
四

)
吾

+
刹
の
佳
院
年
紀
が
定
め
ら
些

南
禪
、
天
鼕

の
獎

禪
寺
霜

次

で
造
建
せ
ら
れ
た
故
、
冏
師
は
直
接
禪
門
の
主
張
と
教
勢
を
見
聞
せ
ら
れ
こ
玉
に
痛
感
さ
れ
京
都
よ
り
の
歸
途
鎌
倉
建
長
寺
に
て
禪
林
歌

一
肇

作
軌

箋

本
末
三
士

卷
(邏

の
大
蓼

公
に
し
、
誼

の
選
擇
集
、
二
租
の
西
宗
要
、
三
租
の
決
疑
鈔
の
意
を
誉

、
元
組

と
歴
皮
的
事
情
を
異
に
す
る
時
局
に
帥

し
て
更
に
自
身
の
學
見
を
加

へ
ら
れ
て
淨
士

一
宗
の
大
要
を
盡
さ
れ
た
。

冏
師
三
十
七
歳
作
の
鹿

島
問
答
に
早
く
宗
學
の
特
色
が
顯
は
れ
て
ゐ
る
程
で
あ
る
。
頌
義
述
作
に
依
り
こ
玉
に
冏
師
以
後
淨

土
宗
學
史
上

一
轉
期
を
劃
す
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。

,
教

判

論
'
冏
師
宗
學
の
教
剿
は
三
師
教
相
中
、
導
師
の
二
藏
二
教
の
判
に
依
ら
る
。
邸
ち
頌
義
第

一
に
元
組
の
建
暦
法
語
中
の
「
若
し

光
明
大
師
の
釋
義
に
依
て
淨
土
宗
を
立
つ
る
人
は
、
二
藏
と
二
教
と
を
以
て

一
代
の
諸
の
聖
教
を
攝
す
べ
き
な
り
。」
(淨
全
+
二
、
16
)
と
て

導
師
の
觀
經
疏
玄
義
分
に
明
す
二
藏
二
教
制
で
あ
る
。
二
藏
と
は
聲
聞
藏
、
菩
薩
、藏
の
二
に
し
て
小
乘
と
大
乘
と

の
分
判
で
あ
る
、
二
教

と
は
頓
教
と
漸
教
に
し
て
、
こ
れ
天
台
眞
言
特
に
禪
に
對
も
て
扶
宗
上
佛
願

一
乘
の
淨

土
頓
教
を
頓
中
頓
と
判
じ

て
勝
れ
た
る
を
示
さ
れ

元
租
は

一
代
佛
教
を
人
間
性
に
立
て
聖
淨
二
門
に
分
別
し
、
機
教
相
應
の
淨

土
宗
を
以
て
究
竟
大
乘
諸
宗
超
過
の
教
な
り
と
し
て
選
擇
集

に
顯
明
な
り
。
然
る
に
冏
師
特
に
麒
麟
聖
財
論
の
教
判
に
依
り

一
代
佛
教
を
五
教
に
分
別
し
、
小
乘
初
分
後
分
性
頓
相
頓
と
す
、
小
乘
は
倶

舍
成
實
律
、
初
分
教
は
法
相
、
後
分
教
は
三
論
に
し
て
何
れ
も
隔
ii.v
有
相
の
淺
教
と
し
、
性
相
二
頓
教
は
圓
融
無
碍
の
深
教
な
り
。
申
に

就
て
性
頓
は
華
天
密
禪
の
教
義
に
し
唯
理
唯
性
を
読
く
、
相
頓
は
事
理
縱
横
の
諸
宗
統
攝
最
極
法
門
に
し
て
淨
土
宗
の
読
く
究
竟
の
圓
教

な
り
と
す
。
淨
土
相
頓
義
を
明
す
に
、
内
因
、
外
縁
、
往
生
品
位
の
三
門
を
立
て
、
内
因
に
、
安
心
起
行
作
業
の
別
あ
り
と
し
、
安
心
に



總

安
心
別
安
心
の
別
を
立
て
、
厭
欣
心
及
び
菩
提
心
を
總
安
心
、
至
誠
心
深
心
回
向
發
願
心
の
三
心
を
別
安
心
と
し
、
起
行
に
正
雜
二
行
を

立
て
、
世
戒
行
の
三
輻
を
以
て
雜
行
と
し
、
五
正
行
、
五
念
門
、

】
行
三
昧
を
正
行
と
し
西
修
を
作
業
と
す
。
.次

に
外
縁
は
彌
陀
の
本
願

力
、
こ
れ
に
總
願
別
願
を
立
て
、
總
願
は
四
弘
誓
と
三
念
力
、
別
願
に
攝
法
身

・
攝
淨
土

・
攝
衆
生
の
三
種
あ
り

と
し
、
見
佛
護
念
等
の

五
種
嶮
上
縁
を
明
す
。
往
生
品
位
に
三
輩
九
品
横
竪
分
別
し
、
次
に
淨
土
實
義
無
輩
品
を
明
か
さ
れ
て
ゐ
る
。

破
邪
顯
正
義
に

「
近
代
禪
門
の
名
匠
の
中
に
西
方
の
業
を
難
じ
て
曰
く
、
念
佛
の
み
修
し
て
萬
善
萬
行
を
難
行

道
と
名
て
徒
事
と
云
ふ

こ
そ
僻
事
な
れ
。」
(
全
+
二
脚
)
と
言
ひ
更
に
「
近
代
禪
門
名
匠
中
に
念
佛
往
生
の
宗
義
を
評
す
る
に
頗
る
小
乘
に
判
屬
す
る
に
似
た
り
、
所

謂
彼
の
義
に
云
く
、穢
土
の
外
に
淨
土
を
欣
び
、
凡
夫
の
外
に
佛
を
求
む
る
が
故
に
大
乘
と
云
ふ
べ
き
に
非
す
。」
(
士
謫

)
と
の
夢
窓
の
反

駁
に
對
し
て
七
理
を
擧
げ
て
、
ω
彼
の
人
釋
迦
の
外
に
佛
あ
る
を
知
ら
す
、
②
大
乘
(禪
)
と
至
極
大
乘
(淨
土
)
に
就
て
明
し
、
圖
彼
の
宗

へ

も

經

も
三
界
の
外
に
淨

土
を
立
て
往
生
の
宗
旨
を
明
す
、
㈲
禪
の
淨
穢
不
二
凡
聖

一
如
の
義
を
以
て
至
極
大
乘
と
す

る
は
遮
情
室
鸛
と
し
、

㈲

禪
の
淨
穢
不
二
凡
聖

一
室
と
云
ふ
は
別
傳
不
共
の
教
な
り
、
㈲
淨
土
の
教
門
の
至
極
大
乘
ζ
非
す
と
言

ふ
は
宗

の
大
意
を
祺
師
の
他
力

實

體
を
知
ら
す
、
⑦
佛
の
密
意
よ
り
は
生
師
無
生
、
無
生
の
注
を
往
生
と
言
ふ
、
不
來
に
し
て
來
な
る
を
來
迎
と
言

ふ
。
L
(+
二
83
)
と
て

聖
道
の
頓
と
淨
土
の
頓
の
相
異
す
る
所
由
を
明
し
漂

土
教
の
筌
理
を
巧
妙
な
る
釋
義
に
依
て
開
顯
さ
れ
て
ゐ
る
。

叉
更
に
頌
義
第
十
卷
に

へ

は
隨
分
禪
に
封
し
て
酷
評
さ
れ
て
ゐ
る
、
部
ち
同
丈
に

.

「
靈
智
智
眞
見
見
自
性
寂
任
運
照
、
超
然
離
三
1≫u゚

,卓
爾
無
二依
倚

一、

唯
理
唯
性
頓
教
所
〆談
、
更
非
〆可
γ諍

、

離
〆然
還
/機
修
行
之

時
、
智
眼
明
理
性
通
志
堅
固
、
具
〆
二
闕
〆
一
樹
是
不
〆是
、
況
具
〆
一
闕
〆
二
何
況
三
種
無
分
、
今
時
道
俗
實
智
眼
盲
非
一智

眼
明
一、
諸

}

法
理
闇
非
二
理
性
通
一、
徹
底
行
惓
非
二
志
堅
固
一、
設
雖
二志
堅
固
一若
非
二
理
性
通
一者
非
二禪
門
行
人
一、
設
雖
二
理
性
逋
一若
非
ご智
眼
明
一

聖
冏
上
人
の
淨
土
宗
學
考
(千
賀
)

一
五



一
六

者
亦
非
ご作
家
先
生

一、
設
雖
二智
眼
明
一若
非
二
志
堅
固
一者
亦
非
二禪
門
正
徹

一、
設
雖
ご
志
性
堅
通
一若
非
一智

眼

明
一者
亦
非
二禪
門
學
者
一、

設
雖
二
性
智
通
明
一若
非
二
志
堅
固
味者
亦
非
冫禪
門
根
機
一、
其
言
二志
堅
相
一者
辨
二
取
今
生
明
生

一
劫
百
劫
千
劫

萬
劫
一、
誓
下
設
鐵
輪
轉
二

頂
上
一定
慧
圓
明
終
不
〃
失
、
是
伺
邸
闕
二智
眼
明
理
性
非
一一禪
正
機
一、
唯
是
憑
下
於
二
袈
娑
下
一不
〆
失
二人
身
一再
出

頭
來
而
成
中
一
聞
千
悟
上

此
則
徴
微
結
縁
也
、

獪
不
γ足
・Qllff二
難
行
道
一乎
、

其
上
汝
宗
調
機

一
乘
故
無
二解
會
一則
勞
而
無
ノ功
、

故
古
人
云
承
當
非
ノ
無
、

唯
是

無
二人
知
一
云
々
、
凡
厥
入
二
三
種
正
機
一具
一一五
種
正
信
一於
二億

女
中
一未
〆有
二
一
人
一何
云
ノ
不
二難
行
一。
L
(淨
全
士

痂

)

と
て
極
力
鋭
鋒
を
以
て
禪
を
反
駁
さ
る
、
當
時
禪
が
盛
ん
に
し
て
、
直
指
人
心
見
性
成
佛
の
宗
風
が
深
く
世
道

に
徹
し
て
ゐ
た
か
ら
、
冏

師

は
性
相
二
頓
を
分
別
し
、
今
時
末
法
下
機
鈍
根
の
も
の
は
そ
の
機
に
非
す
、
帥
相
不
退
事
理
縱
横
、
不
斷
煩
惱
得
湟
槃
の
極
致
た
る
淨

土
相
頓
教
の
教
義
を
開
顯
さ
れ
て
ゐ
る
、
如
何
に
當
時
禪
が
盛
ん
で
あ

つ
た
か
を
想
察
し
得
る
。

惟
ふ
に
冏
師
宗
學
の
判
教
論
は
獨
自
の
學
殖
と
深
き
信
念
に
基
く
新
宗
學
の
體
系
と
言
ひ
得
る
が
、
果
し
て
然

ら
ば
冏
師
の
單
な
る
獨

創

に
か
玉
る
も
の
と
言

ふ
べ
き
か
、
顧
み
て
元
祀
よ
り
冏
師
に
至
る
二
百
餘
年
間

に
淨
土
宗
學
は
不
斷
の
展
開

を
し
つ
」
開
顯
さ
れ
た
と

言

ふ
べ
き
で
あ
る
。
成
程
冏
師
は
宛
も
獨
創
的
新
教
判
を
考
案
さ
れ
た
と
も
見
ら
れ
又
斯
く
論
す
る
學
者
な
し
と
せ
な
い
が
、
早
く
望
月

博
士
も

「
淨
羲

の
研
究
」
(
一
〇
〇
八
)
中
僑

師
の
學
風
の
由
漸
に
於
て
論
述
さ
れ
て
ゐ
る
㌍

、
決
し
て
冏
靉

判
の
由
漸
窘

過
し
て

は
な
ら
ぬ
。
元
租
以
後
に
就
て
見
る
も
冏
師
の

濘

土
名
目
圖
L
及
び
頌
義
箜

豢

淨
拿

二
酪
)
に
は
元
組
に
慧

法
語
な
る
も
の
あ

り
、
こ
の
法
語
に
二
藏
二
教
の
判
を
以
て

一
代
を
攝
す
べ
し
と
あ
り
、
叉
大
經
釋
に

「
天
台
眞
言
皆
名
ご頓
教
一
然
彼
斷
惑
證
理
故
獪
是
漸

教

也
、
明
三
未
斷
惑
凡
夫
直
出
二過
三
界
長
夜

一者
偏
是
教
故
以
二此
教

一爲
二頓
中
之
頓
一也
。
」
(法
全
悩
)
と
言

へ
る
を
以
て
元
租
宗
學
に
則
し

て
之
を
開
顯
さ
れ
九
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
、
更
に
大
原
問
答
の
隨
所
に
諡
か
れ
る
歡
諡
、
證
筌
の
觀
經
疏
他
筆
鈔

(佛
全
五
六
蜘
)
に
も



屡

々
二
藏

二
教
の
判
教
が
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
て
も
首
肯
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

淨

土

論

頌
義
第
十

一
に
淨

土
相
頓
義
を
標
し
て

「
相
頓
帥
是
易
行
道
、

往
生
無
生
淨
土
門
、

他
力
祕
術
佛
意
歡
、
喞
相
不
退
頓
中

頓
」
(+
二
、
鵬
)

と
標
し
て
易
行
道
の
故
に
帥
ち
往
生
を
得
、
若
し
往
生
す
れ
ば
速
に
無
生
を
證
す
、
無
生
は
邸
ち
淨
土
門
に
し
て
他
力

の
祕
術
、他
力
は
佛
意
の
教
な
る
故
に
即
相
不
退
、
頓
中
頓
の
相
頓
也
(同
26　
)
と
し
、
更
に
教
相
第
四
重
に
も
論
註
を
引
用
し
て
「
判
二速
得

成
就
阿
鑾

畢

加
乏

霾

芝
身
無
極
之
體
読
皆
令
得
佛
泥
滬
之
婆

曩

可
二信
茎

(淨
拿

二
、
初
)
と
言
馘

同
じ
螽

生
畜

是
爨

也
涅
讐

帥
是
不
生
不
滅
也
。
」
(拿

、
糟
)
と
言
ひ
、
念
佛
躄

涅
槃
門
。L
(同

,窩
)
と
て
塗

の
頓
轟

を
顯
は
し
、
頌
義
流
通
分

に
莪

笶

師
二
藏
蔵

略
諱

事

覆

頓
塑

、
願
使
・
後
昆
未
聞
闘

、
星

直
得
・
無
圭

只

+
二
、
躅
)
と
結
論
し
て
黜

不
退
の
教

門

は
佛
意
不
思
議
の
宗
教
、
佛
願
所
建
の
出
離
な
る
が
故
に
事
中
に
理
を
含
み
、
見
生
印
ち
無
生
な
り
、
無
生
の
人
は
無
生
の
解
を
以
て

而

も
往
生
を
得
る
、
見
生
の
入
は
見
生
の
心
を
以
て
而
も
無
生
を
得
る
、
是
れ
生
印
無
生
の
義
な
り
と
あ
り
、
叉
相
と
は
指
方
立
相
捨
此

往

彼
な
り
、
帥
と
は
此
の
指
方
に
帥
し
て
而
も
無
方
也
、
こ
の
立
相
に
印
し
て
無
相
な
り
、
往
生
の
見
を
改
め
す
し
て
當
體
印
ち
無
生
な

り

と
言

ふ
べ
き
な
り
と
主
張
さ
れ
て
ゐ
る
。

故
に
淨
土
に
就
て
冏
師
は
略
名
目
圖
見
聞
上
に
「淨
土
爲
二
是
三
界
内
一、
亦
爲
二
三
界
外
噛答
三
界
是
業
煩
惱
所
感

也
故
云
二
不
淨

一、
淨
土

是
淨
眞
如
所
流
也
故
云
一一清
淨

一知
三
界
外
事
、
乃
至
若
約
〆處
者
淨
穢
共
三
界
内
也
。」
(淨
全
+
二
、
鰤
)

と
て
場
所

は
同

一
所
な
る
故
三
界

内

と
云
ふ
べ
く
、
若
し
體
昏
つ
い
て
云

へ
ば
兩
界
は
全
く
反
し
た
も
の
故
淨
土
は
三
界
の
外
と
云
ふ
べ
き
で
あ
6
。
こ
れ
天
親
の
往
生
論

に

「
三
界
の
道
に
勝
過
す
。」
と
讃
歎
さ
れ
し
に
基
い
て
言
は
れ
て
ゐ
る
。

往

生

論

冏
師
は
頌
義
第
十

一
卷
に
「
若
し
實
義
に
約
し
て
無
生
な
り
、
見
生
の
當
體
無
生
な
り
、
無
生
に
し

て
生
す
帥
ち
是
れ
往
生

聖
冏
上
人
の
淨
土
宗
學
考
(千
賀
)

噌
七



}
八

な
り
。L
(淨
全
+
二
、
辧
)
と
あ
り
、
黯

第
七
重
に
「
以
嵌

求
心
計

、
直
得
・往
孛

、
往
生
靉

佛
也
。」
(里

、
揃
)
と
て
扶
宗
の
立
場

よ
り
往
生
の
本
義
を
読

い
て
禪
に
對
さ
れ
た
。
こ
れ
鸞
師
が
論
註
に
諸
法
は
因
縁
生
の
故
に
是
れ
不
生
な
り
、
所
有
な
き
こ
と
盧
室
の
如

し

と
云
ひ
、
又
導
師
の
法
事
讃
下
に

「
極
樂
は
無
爲
に
し
て
是
れ
精
な
り
(乃
至
)不
退
は
即
ち
無
生
な
り
。」
(淨
全
四
、
20
>
と
あ
る
に
基

て
立
論
さ
れ
て
ゐ
る
。
從
て
淨
土
九
品
を
諡
で
は
頌
義
第
三
十
卷
に

「
九
品
は
是
れ
應
化
の
道
、
淨
土
の
實
義
輩
品
な
し
、
同

一
無
差
に

し
て
薩
婆
若
な
り
。」
(
至
二
、
踟
).
と
論
じ
て
淨
土
實
義
無
輩
品
々
斷
じ
、
初
生
に
約
し
て
九
品
の
別
あ
り
、
終
り

に
つ
い
て
輩
品
な
し
と

云

ふ
べ
き
も
の
と
釋
さ
れ
て
ゐ
る
。

罅

道

論

淨
土
宗
に
於
け
る
禪
道
觀
は
正
し
く
、冏
師
の
破
邪
顯
正
義
(
一
卷
)、
天
地
麗
氣
記
私
鈔
(
十
四
卷
)
及
び
同
拾
遺
鈔
(
一
卷
)

日
本
書
紀
私
鈔
(
三
卷
)等
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
淨
土
門
に
於
て
も
當
時
民
族
意
識
に
基
て
禪
祗
を
そ
の
教
理
の
上
に
組
織
さ
れ
た
こ
と

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
影
響
を
受
け
禪
道
論
に
關
し
て
等
閑
に
附
し
得
な
い
も
の
が
あ
る
。
神
道
論
に
關
し

て
は
他
に
執
筆
さ
れ
て

ゐ
る
か
ら
割
愛
す
る
を
、
麗
氣
記
私
鈔
、
書
紀
私
鈔
に
は
禪
佛
同
體
読
を
述
べ
て
あ
る
。
淨
土
宗
的
榊
道
觀
と
し
て
興
味
深
き
は
顯
正
義
で

あ

る
。
念
佛
信
者
と
し
て
如
何
に
敬
神
す
べ
き
か
を
例
話
せ
る
が
、
今
日
の
時
局
下
洵
に
宗
徒
と
し
て
示
唆

に
富

み
訓

へ
ら
れ
る
所
が
あ

る
、
且
つ
淨
土
宗
徒
と
し
て
如
何
に
太
子
を
尊
崇
す
べ
き
が
に
就
て
も
穩
當
な
る
見
解
を
下
さ
れ
て
ゐ
る
。
思

ふ
に
無
住
も

「
淨
土
門
の

入
神
明
蠡

ん
じ
罪
を
蒙
る
事
。
」
(沙
石
集

第
一

)
と
て
、
當
時
淨
土
門
の
み
な
ら
す
、
天
台
眞
言
禪
門
に
邪
鼕

立
て
し
如
狸

し
き
僣
俗
の

あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。

故
に
冏
師
も
鹿
島
問
答
に
「
近
年
稱
二念
佛
者

一入
中
、
穴
賢
誠
二神
明
參
詣
事
一經
論
中
有
二其
理
一乎
。
」
(
+
二
、
繊
)
と
問
ふ
に
、
導
師
の

觀

念
法
門
、
禮
讃
文
等
を
引
用
し
て

「
神
明
の
本
意
未
だ
出
離
生
死
を
も
知
り
給
は
す
(中
略
)
縱
し
今
和
光
同
塵

の
悲
願
の
有
難
き
こ
と



を
感
じ
て
參
詣
す
る
こ
と
も
あ
り

(中
略
)
何
ん
時
も
心
に
任
せ
て
參
詣
す
る
な
り
。L
(同
上
)
と
あ
り
、
更
に
天
照
大
紳
を
初
め
諸
の
神
明

に
對
し
て
念
佛
者
と
し
て
禪
を
崇
敬
せ
ぬ
者
は
な
い
と
の
内
意
を
窺

ふ
に
足
り
、
時
局
下
紳
佛
論
爭
の
あ
る
時
、
早
く
民
族
意
識
に
燃
え

て
敬
禪
の
こ
と
を
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
叉
破
邪
顯
正
義
に

「
近
比
念
佛
者
の
中
に
聖
徳
太
子
を
以
て
觀
音
勢
至
よ
り
も
最
も
正
と
な
し
て
、

安
置
し
奉
る
輩
小

汝
有
り
そ
の
理
如
何
ん
。」
(
+
二
、
謝
)
と
の
問
ひ
を
な
す
程
、
和
國
の
教
主
太
子
の
像
を
祀
り
或
は
本
奪

と
な
す
風
が

流
行
し
た
も
の
玉
如
く
、
淨
土
宗
義
よ
り
太
子
像
を
尊
祀
す
る
こ
と
に
關
し
て
、
祀
師
に
指
南
な
く
い
さ
x
か
迷

ふ
次
第
で
あ
る
。
所
が

冏
師
は
鹿
島
問
答
、
麗
氣
記
抄
等
に
そ
れ
に
就
て
最
も
穩
健
な
態
度
で
宗
徒
と
し
て
の
途
を
指
示
さ
れ
て
ゐ
る
、

帥
ち
、
問
答
に

「
凡
ソ
夫

レ
彼
ノ
太
子
ト
申

シ
奉

ル
〈
、
是

レ
忝

モ
、
東
宮

二
立
チ
給

フ
ト
雖

モ
恣

二
佛
法
ヲ
弘

ン
爲

二
、
王
位

二
帥

キ
給

フ
コ
ト
ナ

シ
、
自
ラ
法
華
・維
摩
勝
鬘
等
ノ
三
經
ヲ
講
ジ
、
並

二
義
疏
ヲ
製

シ
給

ヘ
リ
、
直

二
守
屋
ガ
邪
見
ヲ
降
伏

シ
、
如
來

ノ
正
法
ヲ
守
護

シ
給

フ
、
總
ジ
テ
是

レ
造
寺

.
起
塔

・
安
佛

・
度
僣

・
轉
經

・
念
佛

・
講
經

・
修
禪
、
併

ナ
ガ
ラ
是

レ
太
子
外
護

ノ
恩
力
ナ
リ
。
抑

モ
叉
佛

法
最
初
ノ
壇
越
ナ
リ
。
若

シ
爾
バ
報
恩
謝
徳
ノ
爲

二
彌
陀
觀
音
等
ヲ
安
置
シ
奉
り
、
傍

二
之

ヲ
勸
請

シ
テ
、
隨
分
、ノ
供
養
隨
時

ノ
恭
敬

ハ
最

モ
殊
勝
ナ
ル
ベ
シ
。」
(
+
二
、
謝
)
と
て
淨
土
宗
徒
と
し
て
太
子
崇
敬
の
態
度
を
瞭
に
さ
れ
て
ゐ
る
。
冏
師

の
神
道
崇
敬
、
太
子
鑽

仰

以
て
日
本
精
神
の
發
揮
に
努
力
さ
れ
た
功
も
決
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
。

要
之
に
冏
師
の
宗
學
は
既
に
元
組
宗
乘
の
展
開
に
元
組
以
後
由
漸
し
つ
x
あ
り
し
開
顯
ガ
、'
理
論
時
代
の
急
激
な
る
要
講
に
相
應
し
て

樹

立
さ
れ
た
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
・
帥
ち
最
も
簡
明
な
穩
健
な
扶
教
相
應
の
單
俸
單
稱
の
主
張
が
こ
玉
に

一
轉
回
し
て
不
斷
煩
惱
得

湟

槃
、
此
血
入
聖
の
即
身
成
佛
論
と
殆
ん
ど
同
じ
揆
に
立
ち
、
又
指
方
立
相
の
元
租
の
主
張
は
、
淨
土
無
輩
品

・
往
生
炭
佛
の
禪
的
表
現

と
成
り
、
こ
玉
所
謂
二
組
三
代
の
歡
判
に
封
照
し
て
宛
も
相
容
れ
ぬ
距
離
を
持
つ
か
の
如
く
觀
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
併
し
冏
師
宗
學
こ
そ

聖
冏
上
人
の
淨
土
宗
學
考
(千
賀
)

一
九



二
〇

委

師
も
讃
仰
さ
れ
し
如
人

譏

探
)
淨
土
宗
の
元
謦

し
て
よ
り
も
、
法
然
の
法
然
砦

よ
り
深
き
意
義
蠡

彰
さ
れ
砦

の
と
し
て

洵

に
感
倣
北
堪

へ
ぬ
も
の
が
あ
る
。
さ
れ
ば
冏
師
の
宗
乘
は
如
何
、
冏
師
の
元
組
精
禪
に
生
き
ら
れ
た
か
は
吾
人

の
注
目
す
べ
き
所
で
こ

玉
に
元
組
の
中
興
傳
承
者
と
し
て
そ
の
鴻
業
に
對
し
感
歎
惜
く
能
は
な
い
も
の
が
あ
ゐ
と
思

ふ
。

㈹

冏

師

の

宗

乘

冏
師
の
宗
學
は
元
組
、

二
組
の
專
修
念
佛
義
を
組
織
的
に
開
顯
力
読
せ
し
も
の
で
あ
る
。
故
に
そ
の
宗
乘
に
就

て
は
教
相
十
八
通
第

一

重

に
元
組
相
傳
の
西
宗
要
の
丈
を
擧
げ
、

「
此
相
傳
は
釋
迦
如
來
は
但
四
字
を
以
て
淨
土
宗
を
諡
き
給

ふ
。
謂
く

二
者
深
心
の
文
な
り
、
光
明
大
師
は
十

ご
字
を
以
て
淨
土
宗
を

釋
成
し
給

ふ
、
謂
く
言
深
心
者
脚
是
深
信
之
心
也
の
釋
な
り
。
1

こ
の
如
來
の
四
字
、
大
師
の
十

一
字
、
但

ピ
字
に
結
歸
す
、
所
謂

順
彼
佛
願
故
の
故
の
字
こ
れ
な
り
。
之
は
上
人
の
所
得
な
り
。
然
則
、
大
師
は
經
の
二
者
深
心
の
四
字
に
依
て
淨
土

一
宗
を
釋
成
し
、

上
人
は
釋
の
故
の

一
字
を
得
て
念
佛
の

一
行
を
選
擇
す
、
三
國
相
傳
の
宗
義
の
源
、
二
者
深
心
の

一
句
に
依
る
、
豈
啻
、
大
師
上
入
の

み
な
ら
ん
や
。
玄
忠
西
河
も
亦
同
じ
く
三
信
三
不
信
を
立
て
、
前
後
の
二
心
を
釋
せ
ざ
る
は
寧
ろ
要
中
の
要
に
依
る
な
り
。
謂
ふ
所
の

三
信
三
不
は
天
親
の
我

一
心
を
釋
す
、
論
の
十
六
章
の
初
に
亦
起
觀
生
信
門
を
立
て
、
五
會
門
の
行
を
開
出
す
、
故
に
知
ら
ん
ぬ
。
流

支
玄
忠
西
河
光
明
吉
水
但
二
者
深
心
の
四
字
に
依
て
淨
土
宗
を
立
つ
る
な
り
。
」
(淨
全
+
二
、
悌
)

と
云
ふ
。
こ
れ
淨
土
傳
統
列
祀
に
全
く
隨
順
さ
れ
し
冏
師
の
内
證
と
言

へ
る
。
破
邪
顯
正
義
に

「
今
愚
官
所
解
以

二上
人
御
言

一爲
〆本
。
」

(
+
二
、
硼
)
と
あ
る
㌍

、
飽
-
ま
で
傳
統
列
租
、
特
晃

組
所
立
の
集

糲

筌

分
爲
本
さ
れ
、
杢
完

租
宗
乘
の
整

漿

耄

以

て
任
じ
て
ゐ
ら
れ
る
。
故
に
信
は
單
直
大
信
、
行
は
散
心
口
稱
念
佛
、
偏
依
善
導

一
師
、
選
擇
本
願
念
佛
義
等

全
く
元
組
に
同
じ
で
あ



る
。安

心

論

三
心
義
に
於
て
、
「
願
往
生
の
心
飾
ら
ざ
る
は
至
誠
心
な
り
、
願
往
生
の
時
自
身
に
於
て
も
佛
力
に
於
て
も
疑
は
ざ
る
は
深

心
な
り
、
心
と
行
を
蓮
ん
で
往
生
を
願

ふ
當
體
は
廻
向
心
也
、
是
を

一
心
師
三
心
と
言

ふ
。」
(+
二
、
瑚
)
と
信
受

さ
れ
、

十
八
通

裏
書

(
同
上
、
臍
)
に
要
約
し
て

總
依

一
代
別
三
經

總
依
三
經
別
十
六

總
依
十
六
別

一
句

總
依

一
向
別

一
字

斯
依

一
字
立
眞
宗

具

一
字
者
深
信
心

諸
佛
巳
證
生
本
覺

と
言
ひ
、
又
同
樣
に
又
教
相
第
二
重
の
絡
り
に
諸
宗
を
十
宗
に
約
し
て
解
信
因
果
の
四
句
を
作
り
、
淨
土
宗
は
解
信
の
大
信
の
宗
教
に
し

て
、
最
高
の
地
位
を
占
む
る
所
以
を
明
さ
れ
て
ゐ
る
。
帥
「ち

ノ

ノ

ノ

解
解

因
分
因
分
宗
教
i
倶
舍
、
成
實
、
戒
律
-

馨

因
貧

粂

琴

霜

三
論

点

宗
教
(因
分
可
読
宗
)

ノ

ノ

ノ

信
解

果
分
因
分
宗
教
ー
華
、
天
、
眞
、
禪
-

層

雰

雰

宗
教
毒

土
宗
轟

解

信
宀一璽

霧

諡
宗
)

と
表
示
し
て
所
〆云
石

者
深
心
四
字
也
」(+
八
通

卷
頭

)
は
是
れ
羨

の
曷

也
と
し
て
特
に
宗
義
上
安
心
の
薯

る
留

叢

初
に
漿

し

信
受
さ
れ
て
ゐ
る
。

聖
冏
上
人
の
淨
土
宗
學
考
(千
賀
)

二

一



二
二

起

行

論

正
行
に
就
て
「
五
正
行
中
亦
有

/二
、
合
則
助
正
開
爲
五
、
助
業
有
ノ
四
亦
爲
ノ五
、
讀
誦
正
行

三
部
經
。
」
(
+
二
、
驚
)

と
、

「
襲

正
行
に
整

あ
濃

に
通
別
あ
鮎

」
(+
二
、
爛
)
と
紮

霙

は
本
墜

中
の
正
な
り
(
+
一
、
㎜
)
と
し
て
藷

鑿

、義
の

唇

專
念
の
丈
に
隨
順
さ
れ
正
定
佛
願
業
を
規
定
さ
る
、
導
佛
の
三
縁
増
上
縁
を
強
調
し

コ

ノ心

一
〆
處

一
一一歸
依
一、
捨
二諸
亂
想

一念
二
一
佛

ド、

不
觀

・
相
墾

專
欝

各
。L
(+
二
、
跏
)
と
し
て
本
願
生
因
の
妙
行
、
萬
徳
所
歸
の
要
法
と
し
て
詳
述
さ
る
。
叉

袤

起
請
之
註
に
元
租
の

一
枚
起
請
文
の

「
唯
往
生
極
樂
」
よ
り

「
別
の
子
細
不
候
」
ま
で
を
撥
迹
入
源
門
帥
ち
仰
信
分
と
し
て

頁

爲
・笙

極
樂
者

正
し
皇

れ
淨
圭

機
礁

儀

は
念
欝

せ
ば
極
樂
に
往
生
す
と
心
得
て
、
更
に
疑
慮
苳

也
。L
(淨
全
九

4

)

と
し
て
、
選
擇
集
の
丈
帥
ち

「
諸
師
は
別
し
て
十
念
往
生
の
願
と
云
ふ
、
則
ち
そ
の
意
周
か
ら
す
、
然
る
所
以
は
上

一
形
を
捨
て
、
下

】

念

を
捨
つ
る
が
故
な
り
、
善
導
は
總
じ
て
念
佛
往
生
の
願
と
云

へ
る
は
其
意
帥
ち
周
し
、
然
る
所
以
は
上

一
形
を
取
り
下

一
念
を
取
る
故

な
り
。
」
(選
擇
集
)
と
申
さ
れ
る
に
信
順
し
て
宗
乘
の
純
正
を
發
揮
さ
れ
て
ゐ
る
。

叉
冏
師
は
生
帥
無
生
、
見
生
無
生
等
の
見
解
を
立
て
玉
之
を
實
義
と
見
る
も
、
本
註
に
は
之
を
言
は
す
往
生
者
捨
此
往
彼
蓮
華
化
生
の

義

と
な
す
、

こ
れ
仰
信
分
を
解
釋
す
る
爲
で
あ
り
、
叉
三
心
四
修
決
定
し
て
南
無
阿
彌
陀
佛
と
云
ふ
を
問
答
し
て
、「
南
無
阿
彌
陀
佛
に
し

て
往
生
せ
ん
と
思
ふ
内
に
籠
る
と
云

へ
ば
必
す
機
具
之
聞
え
た
り
。
」
(淨
全
九
、
4
)
と
て
念
佛
行
者
の
修
す
る
口
稱
正
行
こ
そ
本
願
正
定

之
業

と
仰
信
專
行
さ
れ
し
こ
と
が
瞭
で
あ
る
。
且
つ
導
師
の
五
種
増
上
縁
義
、
四
種
作
業
等
也
も
傳
承
さ
れ
て
ゐ
る
。

偏
依
善
導

同
師
宗
乘
の
所
立
は
偏
依
善
導
の
"元
祀
を
租
述
さ
れ
て
、

多
く
の
立
義
施
釋
に
必
す
導
師
の
釋
を
依
用
さ
れ
ぞ

ゐ
る
。
例

へ
ば
教
相
十
八
通
に
三
經
正
依
の
規
定
に
就
て
散
善
義
を
引
き
、
觀
經
爲
宗
に
就
て
同
書
を
引
き

(第

一
重
)、
仰
信

一
乘
に
就
て
玄
義
、

散

善
を
引
き
、
信
の
信
、
果
分
の
果
分
に
就
て
玄
義
、
禮
讃
、
般
舟
讃
、
散
善
等
を
引
用
し
て
あ
る

(第
二
重
)。
又
二
重
の
裏
書
に

「
善



導

の
教
に
相
應
し
、
淨
土
の
三
部
經
に
相
應
す
。L
(淨
全
+
二
、
㎜
)
と
の
元
組
の
御
義
を
示
し
て
次
に

「
只
念
佛

往
生
ヲ
仰
ギ
信
ズ
、
釋

迦

ハ
念
佛

シ
テ
往
生

セ
ヨ
ト
勸
メ
給

フ
、
彌
陀

ハ
念
佛

セ
ヨ
來
迎
セ
ン
ト
仰

セ
タ
リ
、
此

ノ

一
事
ヲ
信
ジ
テ
餘
ノ
事

ハ
知

ラ
ズ
、
我
等

ハ

法
然
上
入
ヲ
信
ジ
奉
リ
、
法
然
上
人

ハ
善
導
ヲ
信
ジ
奉
リ
、
善
導

ハ
釋
迦
彌
陀
ヲ
信
ジ
奉
り
給
フ
。」
(淨
全
+
二
、
盥
)
と
あ
る
。
以
上
第

一
第
二
重
の
み
に
就
て
見
る
も
、
全
く
偏
依
善
導
の
宗
是
を
全
分
傳
承
さ
れ
し
が
分
る
。
第
三
重
以
下
、
並
に
他

の
諸
書

に
見
る
所
も
全

く

こ
れ
に
同
じ
で
あ
る
。
正
し
く
元
租
葱
租
述
し
て
偏
依
善
導
の
立
場
を
傳
承
仰
信
さ
れ
て
ゐ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

要
之
に
冏
師
の
念
佛
義
は
教
相
第
三
重
に

「
凡
諸
宗
之
脅
統
二萬
行
於

一
法
一、
縮
二萬
慮
於

一
心
一、
所
以
今
我
淨
土
宗

一
心

一
行
外
更

無
二餘
事

一也
、
其

一
心
者
信
心
也
、
其

一
行
者
南
無
阿
彌
陀
佛
也
。」
(淨
全
士

一、
隗
)
と
言
ひ
、
授
手
印
三
十
七
個
條

口
傅
の
第
十
二
に
「
淨

土
宗

と
は
二
字
に
習
ひ
極
む
る
な
り
、
安
心
の

一
字
(信
)、
起
行
の

一
字
(故
)
な
り
、
亦
極
め
て
は

一
字

(信
)
な
り
。」

と
口
傳
を
設
け

て
、
淨
土
宗
乘
の
肝
心
を
指
摘
さ
れ
信
受
傳
承
さ
れ
て
ゐ
る
、
洵
に
宗
乘
の
純
正
を
端
的
に
擧
示
さ
れ
た
事
、
中
興
の
祺
と
し
て
仰
け
ば

愈

々
偉
哉
と
歎
す
る
次
第
で
あ
る
。

さ
れ
ば
古
來
よ
り
冏
師
の
十
徳
と
し
て
、
本
地
高
位
、
諸
宗
博
通
、
淨
家
再
興
、
読
法
辯
才
、
神
歌
兩
道
、
作

文
殊
勝
、
多
聞
自
覺
、

長
闕
睡
眠
、
額
上
纎
月
、
單
信
直
行
、
と
あ
る
が
、
略

々
徳
行
功
績
を
簡
明
に
傳

へ
、
更
に
攝
門
は
他
師
伏
徳
、
著
述
殊
多
、
開
寺
數
宇
、

宗
徒
範
制
、
法
問
立
規
、
傳
法
盡
妙
、
得
補
徳
弟
、
誕
生
貴
族
、
禪
天
擁
護
、
遺
跡
光
輝
の
十
徳
を
附
加
し
て
ゐ
る
。
洵
に
宗
門
興
隆
の

基
礎
を
大
成
せ
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

(四

)

結

論

聖
冏
上
人
の
淨
土
宗
學
考
(千
賀
)

二
三



二
四

元
組
の
人
格
並
に
教
學
に
發
す
る
淨
土
宗
史
七
百
有
餘
年
、
そ
の
間
に
正
に
中
興
の
組
と
し
て
淨
土
宗
學
並
に
制
度
に
劃
期
的
貢
獻
さ

れ
し
冏
師
の
功
績
は
愈

女
鑽
仰
す
べ
き
も
の
を
惟
ひ
、
そ
の
宗
學
に
就
て

一.考
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
現
在
は
冏
師
時
代
の
諸
宗
に
樹
す
る

淨

土
宗
の
開
顯
に
止
ま
ら
す
現
代
指
導
力
と
し
て
の
宗
學
の
開
顯
に
努
め
ね
ば
な
ら
な

い
時
局
に
際
會
し
て
ゐ
る
。
故
に
冏
師
の
新
宗
學

を

回
顧
し
依
て
以
て
現
代
宗
團
と
共
に
生
き

つ
玉
あ
る
宗
團
信
仰
を
明
に
し
、
以
で
淨
土
宗
學
の
樹
立
に
愈

々
吾
人
の
責
務
を
感
す
る
も

他

日
を
期
し
て
、
今
は
冏
師
生
誕
六
百
年
の
記
念
に
報
恩
の
微
衷
と
し
て
宗
學
考

一
般
を
捧
ぴ
ま
つ
る
こ
と
に
す

る
。


